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はが構

合者の

る業う

農。実っりすて

」農の農務ん

業績た等

行播

門に業農地執、

部

の業を役種

にはへ作等

施

け許年に耕員、

お、

事又行肥

る可間従作の

務請事しはう、

労申従

畜と取

管の日た養こ刈

のの間のとり

理日数年

、属

び属内日事な等

及

に事利る

」従権す

績時
得年

、て取業

はしを事

申業よに

可るし度

許い
する

の執とけ

請務うお

属員農業

の役る農

日行

お
と
の

紙
別

の

すの地へ

項 の面さ員

と 団」れの

し 体て数

、 を 」い及

５ 加るび

の え にも管

事 、 、

号

組合同

の場が

そる員 るの

名そに

員、ト

合は

とをに農農

市す数数業

業

開事し記供業作

場る

しるのに

拓業て載すへ

を年

る農等の

、

等年、

年の作従

業へ耕間

事業
度年又事
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北・令第

会訓

海構道号第

北道海１条

構改査の項

道造監）３

改推員部

造革委一中

革進・を副

北 海

道成
海平

北
構

革月
改７

造年
推
進日

道 公 報

海海海

北北北北北北北

道道地 道道海 道海 海海

育事労 監警道 方 教人道

本業 委議 委委査察働企

会員部会会局

員 員員委

会

第

道
海

北

号

平
成
十
三
年
七

進部海の事

推本北次知

部置警うの

本設道よ」

置程本改に

設規察に次

規部正

の成北る出

程平・す、

海。納 一
を北地、

北北部年道長

設
部

本

道改海方公 海海

北北北

を
部

一
の

程
規

置

海 海 海海 正海

改北北北
道道 す道

号
２

第
令

訓

北 北北北北北
海 海海海海 道海 道地道道

道 人方道 警監労 事企
働察査委議委業 本委員員

月
十北北
七

海 日

道
教
海

火育
委 曜

員 日

す・働企 道公正道労営

訓海員管 議る北委業 営

教・者 会業令道会理

企

教

委海び 理 議育北及 管

・会長

会議育

長者員道

井川海北を

北・」

酒西

教人道 る地 海道

道海加

委表 令労 警 育事代 訓方

次委 監 員員察 を働 道委

会 委委 知査 の員 本 会会
員長長

う会 員員委部 よ

小杉谷山藤

定
に事長長

庁部
。林本田本

る
め堀

中

局会会部員会
訓
令

会道

業同

事企、

芳昌人道え
３

員局条

秀利委

平道当当と件こ

次こ条
一
の い成が該該。付

の

行物物入 ず

のに競
札 れ年う品品般

昭
に北指

也幸治藏廣夫

達純堅慶

２

説参

札に

入納契納札
入

般局
一

書す

明加 入約入

１ 北

次 海

の平入 道

と成調電調 告

達子達

札

お 示

り年を計を に 第

一７す算す 付

般月る機る

訓

４本職の

第のこ

３

附

は

に長を令

条部務
則

故す平

の事理、

次に代

条本

項４副

４第
第２

１

第部

中

は 室を、

事項は

知２長

害し入
、 も海名障関争

当告争発、札
地 該道競

求加
自 す示入生要参

方

に等仕資
治 る第札時

法 こ

、書の施 と号関に様格
令 規る速に審行 。にす
定指や記査

和 るをなの昭 す名か載

物停対要

必

要に

び者 期期場 及る
北資

様な

仕要

求日間所
る海海格

書平平のす北

囲こ道道

に成成範

よ

が幌庁

る年年内と札本

月月、有市舎

。８８で
平り中塔

す
賃賃 競 号る

入借ー物 事

争日貸サ借

品機等

札項物バ品
）様

下の等仕

以等器の

名

」び

札及式

入称一等

項がる成

い量月

と数１

をあ。

えと７

加る年

告

るき月

。は
長行

部施

本ら

副か

、日

」の部

長次本

うる

のす

佐

にに補

次うを

のよ長
改

監
員。。

職るる

、めす

品止応件

加
を
」

賃れとを政 のさの等年

借いるた第 貸てれ満令

のな体し

格こをい。

資い制て号

有。すこ下

をと有る以

すると
明」

こと証令

るこを政

る区

日日成得央屋

と。

か

条

）平８３

金ら年。北
西

成月
度
月限目

３を丁

年日６

う当

。契
で該

ま当
日に

施価

実単

をの

）り

。た

堀
事

知

。道

る海

す北）

本
、
ら

か
ち。

示

え

指
め

じ
か

ら
あ

が
長
部

。
る

六
八

）

で。

者う

たい

。しと

を
し間

だ期
た約

る第

あ

る
す

名

也
達

算長
予延

、

そ
が

者



北項契要そ

１格
約 海の１開

平

書 道札 規月

成 財の 定当

十 の 務時 にた作

三 成 規に より

年 の 則お りの

七 定単

北 海

７８９

札札交交便

入入郵郵落

証明び 等者 保説及
便札

及の報

金書電 にの 付付

よ る定 場方 び交に
よ決

契付

道 公 報

５６

海札入入開開札

北入入

札札札札 総行証

道執保
日 画所び

企場及

合の金

部及契 場日場

第

４

申査道
約 審海

イウ契北

書行幌 請項 請を札
条 申

す

のた中 示 の類っ市 を

提と央

号

者かア

はの
の請 ５ア査 の、審申 条

を のウ請 ２の ら申 のか

い ま

要月 昭て め価

十 和、 た）否他

七 ２ 予を

日

格て

北規 価っ

年に 定も

道す 入

海定

規る １札

火 則資 月
第格 当有

曜 を た効

号有 りな

日

法

約にる 入方
。し の入

は

証す札

保関所法札入
認

金る
、項海海のめ

は事北北

除札総所い

免道道場な

付

る市企交

す幌合で。

約

区情る

央部す

。中画

証

報日所時所時保

情び
策金

政時

同

海レ成にに

課北プ平
同 道ス
幌１７。。

札ト年じじ

市・月

中７
区６

央日

法先は所北

出き区 場 方
け郵北電査西

審条

、３

果丁

請れ便海話結６

申

号総号を目

書ば番道番

のら合申

類な

請 企 提な

に

出い－画－者

部 先。

通 情－ の

け ににな期 定でし 規時
成 条るば平 るめれ よ定
件
とな
こら

月 般
にい７ 一

ろな年 付
競
よ。
り

以な 単札

２か 入
、日 争

者 ）限

下い 価に
限） 務し 制。 財の のる

」札 範た 則入 のし 規た

で落 い財 内を と、 囲者

則 ）っ者 。規 あ札 う務

課
条策

３政
北報。

てと

１共）

北階月

目
丁
６

西

７議前

西会午

条用
丁室

指報知

目時

す 示北政

る

り札内 よ道課。

に海策

作幌線

成市

し中－

た央

を西

類条

書３

請北

申区

で
のら 札

で の
びま る
及日 あ

資 に
る 札
げ 入
掲 、
に で

第 第 す よ
有 し
を 加
格 参

最す
低る

同同同

第価各

の。条 条
同同同同同同

同同同同

平退

の就の就同同

次

同

お成任別任

と
り

退成

員７就平同同

役年
の月

北

土 海
道地 アイ

告改 こ詳

示良 名所の細

第法 入は
札、

な
し目

出丁

提６

の入

消落あ部契

たでにで一

る当費札るに約

金あ相

関

）かす税者か免に

額

申事す

を免る等とを税

す
か と
る う

も税金課な

るう
ど

札 掲札加

に入落を

号額

等た
定 る額し

決 げ金算

寺
事

同同同同同同監

入

平畑川田橋桂

任 就
任日年

及月

び日

届事

の理監理同同

任
退

矢

っ
あ

が・別事

出の 事

昭
た氏吉今

在号

行説

和 執札
公に

法 称地、書

年 は明

北郵電する

第 開よ

律

海便話る。

第

総号号）

道番番。号

合
企

額税っし業る
画－－条

て業を事た出者事

っ事

いを

落者入業者るが務

、とる担

札で札者はこ

にの落。と当

価あ書等

とか記申札たきす

格る

、組

すを載出決だはる

る後、共織

る問す定し

名

でずこ速落同の

のわ

か者業称

、、とや札企

係額
当 札に金

に

入見。

っ びる
た 及

税金
は の費該

て こ消当
札 にびに

入 告及額
、 公

消未
に め方円

書 定地１
さ 札税の

載 入費満
記 る

一茂惟誠

澤中岸中場山
同

男作三行親夫次

一豊
郡市

呂見
常北同同同同

六 端東豊東上高大

九 野相田相仁栄正

内頃西 町内

町 町番 字町

６ 番

雄博徹

幹俊

。田田萩
三

市

海呂見

北住常北同

名
事野川郷

知端常広

道郡
町

第

二番番 堀字

部
情－ 報項
の 政北

規
よ 線 札に 内 課道定

策海

り

幌
市

北

中－、

央

見

積にが体及

３地

北土

区

同費所

にも消共消び

札

地

加た税企税在

参っ費

る月の体免

す１等業等

はた税場事

者当課の税

費の業で者

消り事合業

等約でっ出

税契者あ届

係額る、を

に金あて書

れ に端

るあ
金 す下が

た 関以数
額

税き
当 件費と

に 条消る
額 反」、 金 違等は

該 に
たいの の しとそ

入う端

番地 は）金 の

札。数 分

地番丁

地目 番の地 区
地の２

区地地

号 ７５ 地４番 番

のの
５４ 達 区

西良

条改

所１

也地
番

のかそ提

、

目ら

丁か

６

免の出

る
課

税構す

業員こ の 事事成る 分 税
業

者のと 者

相

無取を に

、の額 ５

。

す捨 す

といり 当

効扱切

。
るるて



項 北

土の

覧

海

規

そに

道

定
地 の供平

告

に
改 関す成

示良 係る

よ 第

り
法 書。年

類７

、 昭 は月

平 号和 、
北日成

北 海

項業 北

土のの

覧

海

規土

に

道

定地

地 供平

告

に改

改 す成

示良 る

よ良 第

り事

法 。年
７

、業 昭 月

津計 号和

日別画

道 公 報

計 北

道画そ 海

営をの

同同同

道

土定関 告

地め係 示

改た書 第

良。類 同同同

は

北、 号

原北

第

同同

同同同同同同同同

同同同同同同

号

任任

就同退

平
成
十平同平
三成成
年
七

年 海

６
第 走月

律 網７
法 道年

支
庁日

え部 第

備興 ）

に、 号

置町

、う ３

て行 の

いの 条

の

律行更

法の変

年町の
土協

第う
地議

い 第
良つ ）
改に 号

豊て

海

区の ３
地査 の
永審 条

同た支

区川

地上

線道

幹

え

事等備

池に

め庁

監同
寺飯市い

備置

整

同同同

排、

山田田用て

畑吉田橋桂

同同同同同

村萩澤中村中場

木矢平

月
十
七
日

事事

監同理

火

曜

田田田

本菊吉

日

改 項

成地 ５

平土 第

７北お

年良 に

道部 て

月海興 い
農 す

か事区 用

日知地 準

堀村 る

ら

第

、整 第

間合 法

日総 同

適 に
整、 項
盤果 ５
基結

て

海進と い

北促当 お
備

道決
た す

事盤し 用

知基定 準
法
］ 同

堀備。 る
整

一施成

誠庄信水平

農 第

次一

設
］月

同同同備７

整年

）

正相泉業か

大西小事日

のら 内

土 番
の 地改間 地地 番地日 番
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好一豊利茂惟
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市郡

見
町
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一達備

般条

同門同

縦１業

の也農 第

成域内別

平

区静

月っっ

７区ほほほほ

年

１事

也） 第
） 条

達道 ８
条約 北

漁のの 海

２申

こ加

道

第込

業 ん入

告

３み

災 ぶ区

示

項に

害 を

第

のつ

補 と

償 る枝

規い

縦

変の

業般

事一 ２

漁幸

のっ
更

北

漁加た 海

業入も平

同同

道

災区の成 告

害にと 示

補係認年 第

償るめ７

法特る月

地の２ ４

第

号 ７５ 地４番 番
北

地九 次 海

平 の 道

と成区 条 告の お 示

り年名重 ２ 第

道７ 第
３ 営月

７
水成
排平
用
用

１
地
番

、

きき

っっ ）月
道７
農年

た

けけ 貝貝

日貝貝 きき
び
きき たた びび

けけ た
網 外外

きき 以以

網網 び
業業業

漁漁 漁漁
のの 網

法

分業

定て 号 業

る法

和よ同

昭に、

年届第

法出
っの 第あ条 律が
２ た
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定。 号 同同

号
和１
昭第日

規
第の
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法業
年漁

約
定 第設 ）の 号

項事土 土 号

良良 定 改改 規 地日地 の
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し整

）
業
事

良
改

地
土
の
業
事日

堀
事

知
道

海
北

の
画

計

域規
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に
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２て
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条つ

項条

き道３同
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の

定項
規１

）の第

ょ）

備
同同届に
る定

よ規
に

、
で］

の型

た

海用

改北用

地業
種 土農

知水

法道排

良

堀

和
昭事類）

北

し
意
同
に

更
変

年完平

道
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た

七知

〇

者認 る業と す

也
達

堀
事

済。 第共る 法 達のめ 同

也

契

がる
出よ
あ同
っ意
たが

了 法成

次あ

律年 第達
月
也日 也

達

）
号
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次な定 海

のおの平入 道

と、適成 告札
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三 般札け月す

年 競にる 号る七 争係。日

北 海
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業
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貝

災
３つ 示害
項い年養 第
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補
償
規、月業 法
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に法日
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小
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鵡
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第

成
平

区猿抜留厚ウ

月
７

年ト

日域払海萌岸ロ

号

条約 北

漁のの 海

２申 道

第込

業
告

３み

災
示

項に

害
第

のつ

補
償
規い 法
定て 号

事

に、

月 入る

十 札調項

七 達

日

下、
以は

入
札年

火

と月
」４

曜 い
う日

日

樽

和よ第小

昭

。マ

る

、

律が冠 の 法出新 条 年届
っ宗 第 第あ、 ８
１ た谷

定 加 第規 の ）の 次 号項
入に

同秋同同小小秋

よ 条区

す 置けさ 定す型 け

型 さ

ら び

だ 及けけ 業う

漁と

同同同

びう 型及定 小と

和よ同

昭

定
け

さ
区秋同

る法

年届第

法出
っの 第あ条 律が
２ た

の 区 第項 の ）３ 次 号第
域規

ュ
実シ

をケ
）ラ 定 条及

。成道

る作海

すで北

施
達
調
府
政堀

た
れ事

さ知

区意 第る同 ８係る のに
っ に内海 あ 項域北 が ３

養事 も い定知 た お特道

者認 用業堀 と 準殖の て

置 置秋

定

共る るのめ す

営漁 定 をら け 業

さ 漁だ 置

業業業業

漁漁

む漁 置

び

堀
事分業

知
道
海漁

北

６にる 第分よ ２区に の

あ お特が にる意 項係同
号も 準３た て第っ い定

達

者認 る業と す漁の 用

６

る
す也

関
に

入
に
札下 札

入開開入以

達 。 同

加 保消 参 札札札

約也 第契 法済
の

４５

約 審海海札入

契北北入

項 を札水行

条 査道道執

っ市林場 を 行幌産の札

者かアイウ

はの
ア査請 の、審申申申 条

ら申類 のかを書 請請 ５

２３

也
達

の平道総造件こ

入次条
一
の にい成がト船付

札

行ン所入 参ず

に競
札 加れ年う数内般

共る 法のめ 同

すに北指

済。 第
契

行行 をを
達達
調調履履

日場日税 し
費 るる

すす

時所時金と
」 う
等 よ 証

者
う る

い す
と

、
） 央成にには

。 中平
同同相 区
８。。の
当 北年じじそ

の
を 条月者

額 ３

含 西

央部及 す場 た中務所 示
北源日所

き区資び 場
と

室

審条理

、３管時

は所

話結６海

電査西課北

号を目札送

番果丁道郵

申幌に

請市よ

ウ請の ２のの

－者中る

でな出 規時方 まし提 の
よ定れ ににけ期法先 定
るな平申け郵北 るめば

道 件
とら成請れ便海 条

書ば番 こな

産 一
ろい年類な号水 付
に。７のら

林 般よ月提な
出い－務 競り

は

乾争

道競ド入 ト、 るも海名

に当告争ッ札 ン地 者該

船自 必す示入ク参 型方

は資 舶治 要る第札又加

に法 なこ

乾格

にすドの 鋼施 資と号関
）令 規るッ審 船行 格。

の 定指ク査

理和 るを準 修昭 す名に
の 船停ず

日所

役役
定定期場 特特

称様平造

名仕
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務務

所

及等成船

び
数年

量入
札月
説

目午も
。 丁積
む ６日見

北２た
の 後っ

）

海時契

道約分

産送額５

水郵金の

七 林にに

一

税す

部る費当

務よ消相
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資申区 に
るた央 札
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舶
建れ備政 力 のさ設年 能
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はな種
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る
締よ

取に
業書
漁明日

工
理
修

架
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王

海。
船

上

理、地以
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事
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所約本の
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げ金 書札 札掲札落
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決
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号
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証入

平札 金年
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三金 付道
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七
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務い国約
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達
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を称

海話る手

す北郵北電す
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金もか入たし事
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該札業記
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てた 札びる
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関
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中務－付め
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納
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日
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６
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．．．
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市
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す

在
所

の
木。
立

項

内 １

幌備 第
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に
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公
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域

種期地
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月 律海の

十 第道縦
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日 設に
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１

課 第

備
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日
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場

３月覧

級
測８

点ら
準か

基日所区

量月
）
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日
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幌 よ
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道 定
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日
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所事 の

業

中
字字

町町

い の

置 次

え

野野
良良

富富
中

番番

丁１

らで
かま
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告也 り
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の線の

路路
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後後前後

類名域

種

らで
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後後前

後

らでらでらで

別
の前

らで

かまかまかまかま

２

前
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週敷
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縦月
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般年幅
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法
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図 第
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昭
和
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国
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等
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建
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律海

法北

年

設
路 第

道 ）部 号

整

幅
の

地
敷
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木
土
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覧
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事
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間
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り
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定る定
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等複
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た

税
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て達 と

め
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９
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十 シアの年ま所明

三 ミド交７では書

年 の リレ付月）

七 に受 ス期

北 海

３
当海便話

担北郵電

オ手

業施部道番番

会企実続

健

案概体等局保号号

場
内要制

表等福

示祉－－

道 公 報

シテ開ポ会

企
アイウエ

調ーンー催ス場

画基テ

イ

案講マポマ告タレ

提

コ、ア

の演、ジ、知ー

定調ムーリウ

特基ウ

第

２
画セ道

業履加企
参アイ

に

内期格提ミ内

務行資

社

びのー本

容限及案ナ

と道平定出シ、

特提、

道

号

１
務 成業

平業
務

月
７要名

年概

日

月 間日同領

十 －及かじ期

七 びら。限

日 、 交 －付日提

場ま出 ＠所で場
所

火 土及

曜び

曜 日方

及法

日 び

、部

－ 看地

板域

の保札
線 イ中内 ザ課市

デ健幌

ン央
区
北－
３

演ィフ

基講デート

西
条

選タト

のーッ

者ネレ

準

ン

ンイ

シザ

、デ

定ーの

成基者ン支

ト
ス

ジ
ポ

民し

準にポ社 のて

求ウ支

主本」年要ジ、

体年を

れの又

的３広月さム店

に道日る企は

な月く３

格運業

康策民資画営

健

をを

くし普営所

づ定に

運啓業有

りた及

動北発とし

道
海

北
か

や
こ

す
ウ

ジ
ポ

ン
シ

時
付
交
。
く

除
を

日
曜

日

定
選

の

目
丁

６

前
午
は
間

推道るてい

を海すして

し康める者

進健たいる

健くシであ

、づの者で

寿基ポるこ

康りンある

を指ウと。

命本ジこと

の

延針ム。

開
」

ム
ここ催

すす開

ば

９

堀
事
知
道
海業

北事
催

協１

ら
か
時

成調

のおの平入

次な定

達
札 と、適

おこ用
受７す 付

りのを年を に

般札け月る

一入

北 ４５

道
海

申縦

教 覧 請

育 図 者

庁 書 の

胆 の 住

振

建１２３

所

北

建築 海

物平認認対 道

を成

築
石基
認 狩定 準
定年定象 支

し７

法
庁年 た月 告

詳
４

的海
目北
をか
とや

成出参のは

平提持細
そ

場す、

年所る他

也
達

８はこす

、ポ

領出参ロ

受提持プ

す は送ザ

限所郵ー

期場

物 る 競にる

の

入る等 事

争係。日品

達名

札調項
び

下、及

以は称
数 入

北

と月
」４
札年量

い

縦教

覧

及

育

場

び

局 氏

告 名所道

示 教第

育４ －札北北

号 幌海海庁 市道道

胆

央宅狩

中住石

振 区供支

教

番区

昭

北給庁

。 示和

日月 第

年

号日域 号

第平石

第
律

法

成狩 号市 －

川 号７ 第樽 ２年 ）

月
６ 条

とこ

－

じ北

日同か

６に。や

月

支

後道

午。海

３
時シ

庁

ル

ム
ウ
ジ
ポ

ン

郵領

成同留受

平に書の

じ
月配、

７で限

年。便期
達提

き及

午付所
明場

日証出

。マ道

う日海

３のび

後

胆

実シ庁

をケ育

）ラ教

成育

る作教

すで振

施ュ
。

七 さ局

五

３公経

府
政木

た
れ長

育 条社済

局

７理建

西部

告 丁事設

示

田内

番武課

１導

目長指

日 第

男
祐

地

２

北 の－

項、

海 規

狩 よ－ 石 に、 道 定

支 り

長 次－

庁 、、

の
お、 山 と

告

業
事
催
開

」

示

方

こ
る

よ
に

書
示

指
務
業

又
）
。
る

限
に
の法

時も

俊

達
調村

こ
る

す
送
電

は

本 り－

る
す昭

関
に

一
数、

夫内 複
の各

文 定の

。
と

。
と



４５

約 審海海札入

契北北入

項 を室教行

条 査道道執

っ市庁場 を 行蘭育の札

町振及 す場 た幸胆所 示
と

北 海

者のアイウ

は審

請 の の、査申申申 条 こ
札か申書 請請 ５ 入アを
しの ２のの はら請類 の
まな提 の 、ウ

道 公 報

３

道当こ当る件

次るあ条

い成が該と該こ付

の平
行調を調と一 ず

物競

れ年う達証達。般

名品し品争

に北指物明

該道競にたに入

も海

第

２

入 を参

達に

調納納札
入

者 期場 物る

るす

す加 入
品

号

ビ パ
平デ ー
成ソボオ
十ナープ
三ルドロ
年コジ
七

育日所

き９教び 場

ンェ

局時

は所番

、

総海

北査画北胆

審号企
課室
支 道果務道

振 海結
庁請市
別 育申蘭

庁 教を

９階 振に町
４ 胆者幸

館

でけ出 規時方 地

） 教通

ば に 自定れ期法先 定 方

申け北 る 法るな よ 治め
な成請れ海 条 施とら平
書ば道 件 行こ

令ろい

一
に。年類な室 付

提な市 般 昭よ７のら蘭

出い幸 競 和り月

、
２日先。町 争

者関札
政のかの９ 入 年

示入しでし参

当告争関

要資

る第札、あ、加

す

に迅る こ

と仕の

と号関速こ求格

規るア。様審

。にすな

記

す名タに

定指フ書査

止ーの

物停サ載

るをー

日所必

等に

のさビ要

品

北北北北資

様な

仕要

の
等平

道道学

成海海海海各格

道道
小小へ

入年室伊苫苫校

月工高牧牧の

札９蘭達
業等南工納

説
明

等高台

書日高学高業入

及等校

月ピク

十ュタ

七ーー

日タ

モ

トル

ーイ

ノバ

火

））

型式

曜

４ 日

育知番 台台台

郵 局す

よ 総室に 画。送 企る号
は
現合
木場 課土る 務蘭

札

室番
議便
会郵
所、
業

ら指番

で 令及８示

び月に号 あ 第

よ る
掲ま作 で 。

に日り の 号
札
るし 入 下

げで成 、 以

資た

加 」

を請 参 令

格申 に 政

るを よ い

す類 し と

有書

メを

入て・等

購れス件

格いテた

資なン満

のい
スい

有とンて

をこナし

制と

こ体こ

るのる

す。

等数

備明

整証

。がを

と

要）校校学の

び金学学

求

書要

様は

仕訳

求校内
る
よ
に

。書

る様

よ仕

に

号

。

北
海
道－

こ約

捨税相者員る契

イ
あ一とに

て事当落での

る者る部。関

た業す札

う

額で金とかにす

金者

し す ）

ど出 と 。

か提 う
第るかな

う

９
約開に入る

契要そ号ア
札 げ金を 書札掲札落額

等算 の時決 る額加 作

の

８

いで

て者

れた

さし

入

っ

７
と札交交入

る入落財て
則 ろ明者規 こ説札

札務

よの効
第 に書有 の 付付

６

）

入保和

開開入以証入
保 にを北

札下札 札金年

付道 保証 消 参納海 札札

加

事

）あ額なを免る

札
入

たし事務

をるをっ申税

っ免札者出業を

もか入

こが当

て税書はる者担

業記落といす

落事に、

と組

価者載札。るる

札

る定だき織

格です決た

名

するこ後しはの

とあ

や落共称

るかと速、、

に 札にし

成に定

のを。

る金 要い当 及係た のお
、っ 否他こ消額

てた び
２て の費

規、 告等該

には 公税当

す札 定取額

定入 にの金

資に るい１

る書 め扱に

を載 札未

格記 入円

決

る交な
札 方第 。付入 条 定 場方

す限 項 関所法法に １ に

。 規 るる の
に

項海海の） 定 事北北

り

室教所た よ

道道場し
め

市庁交を 定

蘭育で者

税 しす規
金 費

幸胆付落

第
納 等 よる則 証 場日の
付 」 うこ
の と 所時金とと

以
除 う る。

免 い す。号

者

同、

納 ） にには下
、 。

付 相 同
。。の務
方 当 じじそ財

は 含 の則
等 を 者規

法 額

平成
時

日
成
年

海８月

北年８

道月
日 教

に者企び

で問か札同及

体在

入ず消が業所

、わ
に見税同消地

札、費共

加もの業税

参積等企費

るた税の免

すっ課体等

は約業合事

者契事場税

消額であ者

、金者で業

の

有さ に満
費のあっ申

金 る数

なた す端

しれ 関

る

のに 件あ

者額 条が

い

金 反き た該 違と し当 に

そ 、の た、 札額 しは 入
入 財札の

予

町振す札 た

は端 分 務

価

番育。と 定

９教る者

局す
限

総制

画。 の

号企る 格

見」

最
で

内
囲

範

課の

務

令 ） もい
政 。 積と

、 む
た。
第 の っう

契）
の の
約第 条 分
金

７ ５

か 及 に条 額

海 す第 費北 当ら 消び 相
税

道 る

庁で

育日ま

及

午の

教着

振）必

胆木に
と

局前こ

育
企
画時。

七総）

六

るて出

よ
）に
課送

務郵

税

か、書

税の提 の に免そを 分 等
係

事構出 る

則、数 の 規

課に業成す

効額 に 第無金 ５
相 とを

低

。
各るすり

す切 条当

も
を

格
価

の

規 上
地ま 務 以
び条 財 額

費定 入
消の 則 の
方で

平
、
は

合
場

る

税札昭め



検又代 、成
で平

の
た

平 定は 同

成 申名 規年表

十 請称者 則７

三

の 者及 第月

年 のび ９

七 条日

北 海

条務 北

遊の 海

技遊
の

道

機技
適

公正

の機 安化

認の 委等

定型 員に

及式 会関

びに 告す

型関 示

道 公 報

．．

．

第

．
．． 日ここ詳

本のの細

語入入は

及札札、

び及の入

日び執札

本契行説

号

在続
手

の

名所約
契

アイ

氏住氏 お
に

月 名所名 第

十 １

七 東テ代 項

日

締 定都ノ取 規京ク表 の

区シ よ東ー役 に台コ

火

東株田 公台ン河 り

曜

丁会節 す北三式 示

日

る

目社子 る海

式す 第法

のる 道律

検技 号

定術 公昭
和 等上
にの 安

年 関規
す格法 委

第 規適
律 るに

員則合
し 会昭て号

国約は明

通は、書

貨、公に

調開よ

達する

手る。

続。
の
停
止
等
が
有

北郵電す
用

使

称地て
い

号語

道番番言

海便話る

育及

教号

び 庁

通
貨 － 胆－
振

－ 教

安番 公６ 。道 ）

田
潮

長
員
委
会

員号 委

和い 告る第

年旨

示

項

公定４

家検第

国の条

安

を

会営定

員俗検

委風の
規。

第のう

則等い

規業
４

り
得
る

育

。

局北
務蘭線 総室内 画道

企海
課市
幸

番
９
町

号

定定

式の概要検検検

３

有 造 技式定の 遊型製型

第び行

）及を

号制）

年

検検又代製う型

６業っ

又業遊 表 定定は造事

検

請称は所技 者 定の申名

製う型式の概要検

２

有

遊遊型製型定 表造事

代

年 造 は所技技式 者
又業

は

の概要検検検検又

１

定の 型製型申名 定定定

製う型式

年有 造式請称 は所技技

又業遊遊

造事

者月 の験番効 式業 機試

分名名号日号間

区番期

平第公 株 遊

示 成 式 技

の 機フ会

日 年 のィ社

認ー三７

成

定バ共月号平

及ー
びワ日

効の 者及検の機
型イ年

在種 期氏 のび査所の 番
間名所名行地類

氏住を
馬ち

第公群株代群ぱ

号
示馬式表

の県会取県ん

日桐社締伊こ

生三役勢遊

境毒市機

号平市共崎技

野島三

成

業 の検の機機試

年町和

番 者 氏月 査所のの験 式

類分名名号日

を在種区

平

名行地

株 代群ぱ遊

成 式 表馬ち技

取県ん機魔会

年 締桐この人社
国フ月

役生遊認王ソ７

市技定

井境機及ィ

試者及

町型

置野びア日

期 者月 験のび 番効 式業
名号日号間名所

番氏住

平第公群株

名
ダテ

示馬式 成 ンク

の県会 スノ

日桐社 年 グコ

生ソ ルー７

成境ィ

ーシ月号平市フ

ブン

野ア －株日

式年町

種区

査所のの

検の機機
技

栃回遊

行地類分

を在
技認

下遊の

県式機

木胴

木型

野び

郡及

賀機定

都

のパ月

式ド７

検ワ

か

等ル）

定フ日
ら

に
る年

す３

関

七 規間七

７六秀町

６
第
則

月丁行

目

番 日

地

式

間
年
３
ら地 か１ 番 ）

定

目検

男丁の

定七

等
６
第
則

規
る
す
関 地に 番

目

社月丁

会７七
日

町式

間
年
３
ら地 か番 ）

塚に

赤等

南定

字検

大の
関
す

１
第

条

６
第

則

地規

番る
２

第
条

イ
号
１

第
条

イ
号 号



係１

成成実

備平平実ア

警る

施講 施 業
法

期 年年期

和月月日、
習 昭８７日
、場 にの お日所

北 海

公
道

海
北

の概要検検検安 定委

定の 型製型定

員

造式会 試年有

告

月 験番効 式業

示

道 公 報

検検検又代製う型式
５

又業遊遊 表 定定は造事

称は所技技 者 定の申名

効の 者及検の機機 有請
のび査所のの 番

第

事
製う型式の概要検

４

式

又業遊遊型製型定

造
の機機試年 造 は所技技

月 査所のの験 式業 検

号

検又代 平定は 成申名表
十請称者 三

の 者及 年のび 七

所 律る定種 法け、 場 年
習等等別

第講員

を
と備 第
の警 ）次 号
お員

施北教 ３
実導 の
り指 条

番期 者

す海育 第
第 名名号日号間

号 平第公 男株

示 成 の式

の 花会

日 年 道社
ソ７

フ月号平
成 ィ
ア日

住を在種区 期氏

月
７

年

号間名所名行地類分

氏

ち技

第公群株代群ぱ遊

示馬式表馬

の県会取県ん機

日桐社締桐この

生ソ役生遊認

境機及

号平市フ市技定

野ア置野び

成境ィ井

の

７七定七式

年町町型

を在種区番 者

月丁男丁

平

行地類分名名号日

沖回遊タ株

成 縄胴技カ式

県式機ラ会

年 遊のブ社

機定リ月

覇技認ネオ７

市
港及ン

の

丁式

３型ア

町びピ日

氏住氏

目
月名所名 十
七東株代 日

役

台社締

都会取

京式表

区リ
東オ

火

上ピ原

東ン石

曜

二昌

野ア

日

。公任 項
る道責 ２ 丁幸

す

員習 定

委講 規

安者 に

潮 指
員

長 備

員 警

委 る

会

育

田 教
導

目目検

間
年
３

ら
か

）
日 定 日

等
す

ら関 地地 かに 番番 ）

第
条
６
第
則

間規

年る

３

等

番定

４検
条
６
第
則
規
る
す

関

号に

目

第

者
任

責

号
７

番

に

北

次

８

海

の平 道

と成

講

警

習お 察

り年 本

一７ 業部

般月 告

５６７

講 び講
講 及受

書受受携

資みの手 講込
付 受申

受

４
イ
号
１

講

講則に受

本アイウ受

定格希

習最警」検合講

員い規し望 申 は近備と

２

次年等う則た者

、５

２３

号

修習

定受習 講

エオ講講

施

習
講実

イウ

習 申了

講

務 の

競 示

争日 第

入 の

札 号 道

託よ
に

委

警

落
り

察

習２を

講西者

本条札

本

格人日行

、目定

は丁決

受び料

当が及

該員時数

員
証定所等品

件講場

要
書

明

受ま受相筆案 各

用書

講 ２人講で当記内

間の具を

申 通）受の額

超は、北、携

請 をを付

の間の。第後は 込

を 作

継住 み いに検）１、、

に１第続所

ず警定第条

か業関条２し地
要 れ備

１は

に務す第項て領又

規項規年勤

該にる２に

先

す事則に定以務

当従
るし規す上

２備の

者た昭定る警等

る級業所

に期和す

対間

付の対 時 受

査 み

考の 込

午講習

員間間施象

期実

平間

人成前習修

８の了
終明

ニ年時最証

ュ７

平間札

間所

期

場

施
実の

市

成幌

８区

年北

部

法地。

団番た

社８し

告

北に
人）

示

業実
備て

警し
道託

海委
る
会す

協施

す 成え、講海印行
札。

収る

る のた当習道章す

と 上場該の

肉と

き 、合講実入朱こ

当は習施証
で使

受 該、初場紙を。

選ので納用

講 警抽日所

る

付 署に午行付す

受 察

８。るも の によ前うす
に ） 出受時この 際 提り

と に す講

年１の務在
る者分。限

を

て通国級検に地

しが

検に事管

行算家の定従

。て安定合し轄

うし公
合しいる

３委に格てす

も察

以会格たる警

年員
で則た備の署

上規し警

え

る５で備

あ第者員に

月分日書

。っる

者号あ

かにを

ー
ス
ー午習付

テ日ら講交

札）６了る

ジ月後修す

でを

らま査

幌か時考。

す施

月と実

同

。、

日るし

７

月北

金合

西

日条

同－

ら２

か目

）丁

月１

七月６

八

日

かる 、

７
北
区

北
市

幌

金

午） 万 と決ら。 ３ こを
。定
す前、

る９講

下、習

以て講

。時円習

当受

格

規定込

定検申

検該講

講

５し

の対

でに

ま者

）

日
５

の
で
ま
）

日



３
り験学学 締試

取

平 そ区歴

成 歴 の分・

十 他及年

三 学卒 公び齢受

年 校業 共受

七 の験

北 海

海平採男女職個

北

１２
内の

道成用性性務人

予 警

分分命

察年定区区容生

月員、

官７人

身 巡
査日約約体

道 公 報

６７
に在

般成約名所

一平契

競
月る

入４す

争年関称地

日務海海

の３事北北

札
公

第

３４５

札額約般

平落落月契一
の競

成札氏住

者金

相争 年の名所額

手入 ５氏

方札

及日東を 円 月名
日び本京決

号

免者

札転札

落運落

１２

物作定

る証決

係許を

に

教見 等シた

品成し

月 育込 安資

十 法者 全格

七 にを と

日

験大。 のるむ 序よ含 秩

以 持学） 維

火

期の 当短外 に

曜

学 り大者 た

日

及

を ま

）
試の

用産

採財

の人人び

の罪

次犯

、、

を護

験保

付を道道

り防

お予

との

け担警札

告

道

海す本市

北当察幌

警

警組総央

道る部中

察

会２

本の部北

察織務区

部名本

示及課西

告称計条

部

所丁

第び７

宿た

所イ新し

住ア都定

４
ス宿

シ新続

ー区手

デ
会番

式３
株目

ム丁
テ

社

及の
称ム

名テ
のス日

号

式
一

量借
数貸

び賃

の
等

）
。 資く 。除 す

１

者
業
卒

成 格平

道及

ま海圧

い北鎮

行、

部、

本査

察捜

。警び

す

目

捕

田逮
の

山者
疑

長被

号在公 地
告

単

警の

道り

海た

北当
月

３
年

田
山

長
部）

本価

察

文
作 文性体

作適身注

月

、

試

試検検

試次教 注

ウエ

の

廣通
交

札。験験験に養

す試受
場の容り

試 幌会票内よ

アイ

市

成験札函旭釧北

試平試
地幌館川路見

験
日

４

年方方方方方

な破験第

アイウエオ試
次

日成禁る北日壊の１
法試

本年錮ま海本す方
こ及験

国被以で道国る

籍後上の職憲

廣

験査査 項
事 齢各

の
次 年

行性評 主ま警を男の
験

及 し。官いの定 とす察

適 文しす色び てとまみ
査検 に職検性 章て。覚

表行行の る遂を査 よ務

筆験

力必ま果 現上い結

験を試警式 試送記

を発

とっ等官よ 地も験察に

てお行し筆 してをとる

込らま必試 申知いて記

をし。なを みせす要験
及ま たす能い しま知行

月
９面面面面面

川路見

日札苫函旭釧北

幌小館
、、、

日市牧市市市市

千、八名根網

）、市、
町市市市

歳静雲寄室走

稚帯紋

、町、、、

市内

者員法とび

見内広別

岩

有人刑と施を内

を見の

ての張

し又にし行主容
る

い被せ懲日す

なは処
佐れ免後政

者保ら戒以

そのおそ

人、職に党

禁執分て他

準の処いの

産を受日団

治行を、の

い 和の 昭

ず
当 日該 ２に 月か ４れ 年

は 和者 昭る らす か

、

定 にな。判 等要すの 年

び第 て及、 い質は つ素

にに試 文性次 作適１ 、

七 よつ験

九

に 記、者 筆て格 るい合

試識 、知。 はびす 方。

程 江業 が卒 場校 会高 験
市

るつ なに と） 市度 別

市

滝萌

、留

市、

沢市市

安
知

倶
、

市
樽

小
、
市
川

をわ、国を

者終け本体

むま該法成

含る当憲結

）又分は、

。で処又し
下こ

そ日のは

はのそ又

行２成に

執らにれ

のか
たし

受をし入

を年立加

日受 １を 月験 ４試

け経

まは 生と にこ でる まけ

試簡 ん
せ 者ま たき れで

の 行検て をなし 験単対

択 が、 合て 場い

み い査

、
市
蘭

室
、

町

ま
り一 あ

なを

こし府者

る過政た 。

くで

な者力

がい暴

と



査
検

体
身

北 海

職体

断査

診検

康力

健体

に職す

道 公 報

験述 試第試次試口

ウエ

会次内種種試 験１験の

警胸 験に

場試容目目験

のつ

第

アイ
験札函旭釧北道

試平試
地幌館川路見

験成
時

面面外

期年方方方方方

面面面

月

号

第

平行２
成い次
十ま試
三す験
年。

七

両は

長重囲力

身体胸視

お以以矯

おルお上おル

むむと む上上正

おお眼
力

ねねも ね視
裸
が
お ンロン視お セキセ眼

。務検検

がむ

チグチ力

行を項

る遂遂査査

よ務
必必い

査上上行目

検行

いななす男

行要要ま

を

をを身 す力体

ま体身。

部

いか

てる

しす

有有

。

試に患 格て官疾 合い察

のをすび へ験試適及 者

物症 知い人染 通行る感

に。ど患 際すか疾 のま

らに無 知か有 お験うの

旬札函旭釧北埼

下

つ、

市市県

の幌館川路見玉

。
す

で
定

予市市市

月
十
七
日

火

曜

日

ームーおね

メラメ

お ト以ト

おルお上上 ね
以 む

お お以で
こ 上

ね ねる 以

む む上あ
でと

チこ グ

ンる ロ。 セあ キ

か

かう性 るど体

メと ラ

て

基 にい女 かつ

うに

ど

準 検基

、の

て次

い、

つ

て力 しい聴 せ

をに

査準

別他 。内個の す、そ ま

験に

試態

接状

面康

の健

ー、 ム

いて

行い 容をつ

歴 す上 学短高 ま
ト以又

卒 。ほ 区 ）の 大校 。記

ま身

いり

行よ性

か 分卒

９
昇所給経
料の

採か進定与給給験

び及及あ

用月のの及料

の限待びびる

さ間道年

ま、
た教を遇諸諸方

れ

７８
。師

す医

果用成格合

に結採平合
か格

北合な

海格おを

４採は

道者、文年ら者

受１に月用、

警の第書

５６

察

格験格時方

資受合アイ

表１２

調資発期第第法

初、

有試試

の次次

査格

採扶
養 用任 時手

居 初勉住
、 の給円円当

度手 約約 ・ 年

当 寒 の冷、 期地通 末

育勤手手は

・手円円勤

すは一

は訓務当当、

者

とおの

北をる、定

、練

試む準

道け、お基

海受

に次加

査後験ねで

巡た

りとさ

任道よの算

に、

進りま

さ各昇おれ

命内

海

本験次て１ま北
れ警

知以の道

部番試通日で

びを合し降経警

及号験
す予官

北掲格まの路察
用

道しに。定採

海示者

補

察す文す候

警まはで

各書。

で者 方
面通名

本知簿

格

申合合

、のの

無験験
表表

記発発

書者者

込格

事は

載

格

真成合

の平終

項、最

否

正身

覚他
の

色そ

等年者 こ、

る害

あ障

でに

常体

が 採年等
当 勤当手 とそ

、 用間

約約

そ 時の

れ か総ぞ
れ ら収

約 ２年件
条

１入の 円円

に 約

よ 間

署道給。

、察の支す

年

配開れだ

海にがさた

北
されす、

警置かまし

道
学れて給

察
にすま公改

校まい官与
行

校。又が

入。す庁定

初社れ

、会わ

しは

部しに

の、登

掲第載

示２さ

板次れ

並試、

び験そ

にのの

北受中

海験か

道者ら

警に採

察は用

つ月は

に９）

ホ、者 ）

行の成

て旬平

い下、

い予

ま定年

すで

の

定
予

の
旬

。下

。す月 こ
い
な

が
常
異
の

他

。

八と 〇。

っ 総

て 目支 収

任等る

れ
さ の入円円給

あ

と務が

生勤合

科に場 決

ー全を 。

てたり

しし 否ま

ー合し

ペに定

ム員

。
す
で

。

上のす

ジ



路見

釧北

平 方方成 面面十
三 北北年 海海七

北 海

面

方方方

幌館川

札函旭

海海海

北北北

面面

道 公 報

又域

申申よな留区 に書

別 先み第、は

込込りお

び、次送易

及は１郵簡

込験よ留名

申申試に書

込

第

験受の朱入す

さ受アイ
書 ま手験申道郵るる

れ

合

し す続申込内便大場
さに

、 。及込書各にき

び書は警よ

受の、察り）は

付請北署申を、 円

号

必
のに

。服務

す被勤

ま

道道 制
な

給要
支

月 警警十 察察七 釧北日

部部

本本

面面

方方

路見

火

務務

警警

曜 課課

日

警警警

道道道

〒釧〒北

方 部館川 本函旭 察察察

部部 セ

本本 用面面 採方

旭

ー課課

務務 タ

警警 ン

方書のりに

〒札〒函〒

所験込て

法に受申し申

すさ

事望をだ

定希みく

記区場。

をのるい

項地
た応、

しには称

入域合

切

、た筒

上じ封

期求海に込必 手

求を同円 間先道請書ず

警

求し 部手 察し請封 １切

求は 部くすて 請を 本て
用さ場だ すっ 採だるく

はい 場く セい合さ るて
た ）さ タ、。 合だ ン。

、
服

。 、筒だ をい ー封 、
イ

タ
ク

ネ
、

下
靴

、
靴

ワ

見 路

市 市
黒青 －－
葉 金

町 町

６ －－－

目１ －－－ 丁番

５号

川
線線線

内内内 地
番

館 フ 幌

市 市 市リ

中ー五１ －－－
条 稜 央ダ

通 －郭 区イ－ 北ヤ町

丁 －－ ２ル

条番目

５ 西

号

地 内内 丁－番 ７

６ 線線 目

先に

験込表所

受申の込
在 にに

票
ずし官地 必出察

は提警
て採・

手さ験連 切だ試

円く用

っ」

は。込先絡

をい申

申 た

海表、 っ

北のし は

警込 返

道に

パ 封

各察と 用

察警書 信

本用フ

面採ン 筒

方官

ト ２

警験ッ 形

部試レ 角

又書併 ：

課込を 号

務申

、
が
服
被
の

等
ツ

ャ
シ

イ
同
と
用
採

左沖よ

こ合っ 海の方て

右ににま

表位囲 岸

よおれ 海るけた

に合

口

げ和 狩、河

掲 石昭は

支こ る
北 管限び

期年 庁の区及

先

浜で岸

は海 内り沿

間

年

、

表し

次書

、朱

てと
石

石法 狩

狩律平 後

支第成 志

庁 海

年 管 区

内７ 号 漁

浜月 ） 業

」請 版

最求て ４

は請せ

りとが求

寄

受申すなすそこ

せまま

し付込。おのの

を

郵月験

て期み、８他試
に

く間の

給
支
に
時

だ受送

、

験込試お

受申次な
１

し際月

のをの９

票み験

発

口当面

河る海 岸

付該を 左

近沖い

の合う 方

域離
区距。

右

はの
、点 方

左を
右結
海ん
岸だ

道
。沖 け則 村い

さ規 益な

浜合 ・第 の

方 ま
益
」 川号位 す

採 口方 第 を 河真 ）

付位

狩で域 の し 石近） 条 捕

合 志次定 は 後、規沖 て

第

な

益 調

日 村 整

の条 委

浜第 員 委 石

益１ 会項 狩川 指

河の 示 後規 員口 第定 志付 １

近に 号基 海に 会おづ

区

、 けき

い期場い

さ付の日つ
問

はは）の

。間合水て

成に合

平平降い

、、以
投わ

成

す、

８８んは

年年かせ

る申

月月

８
日日場込

送たは
に必
方、日

で

第真ま

、写）

はず火
て験

試っ受

次はに

１を
験し到
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